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ごあいさつ

ごあいさつ

第９回バリアフリーダイビング全国大会の開催を心からお喜び申し上げます。

本大会は、障害者と健常者がマリンスポーツを通して触れ合い、お互いが心と心を通い合わせ、感動を分かち合うことによって

ノーマライゼーションの推進を図る目的で開催されます。

本県においても障害者自立支援法の施行に伴い、障害者が地域で安心して暮らせる社会の整備、障害者の積極的な社会参加のた

めの各種施策の充実に取り組んでいるところであります。

このような中、本大会が「How Many いい顔　～緊張・心配・幸福・笑顔・・・いい顔いっぱい！～」をテーマに、今年も沖

縄で開催されますことは、障害のある方もない方もともに支え合う社会の構築を目指している本県にとって、大変意義深いことで

あります。

本大会に御参加の皆様には、沖縄の素晴らしい海を始めとした豊かな自然と多彩な文化に触れ、本県に対する御理解を一層深め

ていただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催にあたり御尽力をいただきました日本バリアフリーダイビング協会をはじめ、関係者並びにボランティ

アの皆様に深く感謝申し上げますとともに、皆様のますますの御健勝と御活躍を祈念しまして、ごあいさつといたします。

沖縄県知事　稲　嶺　惠　一

「バリアフリーダイビング全国大会」は、本年をもちまして第9回を迎えることになりました。皆様方のご支援、ご協力の賜物

でございます。深く感謝申し上げます。

さて、本年度のテーマは、「How Many いい顔」でございます。エントリーする前のすこし緊張した顔や心配顔、そして沖縄の

素晴らしい海を潜っての幸福に満ちた顔、最後にエキジットしたあとの満足感いっぱいの笑顔・・・お互い、いい顔いっぱいの

「感動」を共有し、楽しみましょうという事でございます。

沖縄の青い海を舞台に、障害者及び健常者が「レジャースポーツや沖縄の文化」を通じて触れ合う事により、“心のバリア”を

取り除き、活動する事の「楽しさ」「喜び」「感動」を伝え合い、心身のリハビリテーション及びノーマライゼーション（共に生き

る社会）に寄与すべく、正に最初から壁を作らない「ユニバーサル大会」でございます。

当協会は、バリアフリー的器材を創意工夫しつつ啓蒙普及活動して参りましたが、昨年同様、株式会社ゼロ様から販売された、

ダイブトーク（水中おしゃべり装置）を取り揃えましたので、今年は多くの皆様にお試しいただけるかと思います。これは、水中

でのコミュニケーションには最適の器材で、特に視覚障害者には有用なものだと存じます。また、今年初旬に株式会社スペースワ

ールド様から販売された、「イルカのように泳ぐ」という発想から生まれた水中推進装置「スペースプレイン」体験のご協力をい

ただきましたので、本大会でお試しいただけると思います。世界で初めての背中のボンベに取り付けるタイプで両手が自由に使え、

ツインスクリューのため、体のバランスやフィンの使用で自由自在な海中潜行ができ、空気消費量も少なく、体の疲れも少なく、

体に障害のある方々のリハビリテーション・水中事故による救助活動など幅広い分野での使用を目的とした画期的な装置と存じま

す。

当協会が目標とする「誰でも参加できる差別のないレジャースポーツ」の実現に、皆様方の振興普及活動にご協力をお願いする

しだいでございます。

最後に、全参加者の皆さんには、大会期間中は健康に留意されまして、たくさんの「感動」と良い「想い出」を持ち帰っていた

だきたくお願いを申し上げます。本大会にご支援ご協力を頂きました皆様方に心より感謝を申し上げ、ごあいさつと致します。

日本バリアフリーダイビング協会

会　　長 山　田　眞佐喜
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ごあいさつ

ごあいさつ

第９回「バリアフリーダイビング全国大会」が、ここ沖縄の日本を代表する豊かなサンゴとどこまでも続く透明度の高い自然環

境のなかで開催されますことを、心よりお慶び申しあげます。

本大会は、車イスのいらない世界へチャレンジ精神を持って海中を自由に散歩したいという夢をかなえた障害者の方々にまず敬

意を表したいと思います。

そして、サポートダイバーとして全国から参加された心あるダイバーの方々にも敬意を表します。

チャレンジしようと思っていてもなかなか行動に移せない多忙な経済環境の中で、多くの仲間が集い、共にマリンスポーツの楽

しさや感動を共感できるこの大会は、大変意義のある文化レベルの高いスポーツイベントであると考えます。

当財団も「スポーツを通して大きな夢と感動を！」を合い言葉に、自然と共生し、チャレンジ精神を養う２１世紀型のスポーツ

文化の創造を目指しておりますが、「How Many いい顔　～緊張・心配・幸福・笑顔・・・いい顔いっぱい！～」をテーマとす

る今年の大会が、すべての参加者が大自然の中でダイビングを楽しみ、友好の輪を広げ、多くの喜びと笑い声の絶えない大会とな

りますことを願ってやみません。

最後に本大会の開催にご尽力いただきました日本バリアフリーダイビング協会をはじめ、関係者ならびにボランティアの皆様に

深く感謝申しあげますとともに、参加者全員の安全をご祈念いたしまして、ごあいさつといたします。

文部科学省所管法人

財団法人社会スポーツセンター

会　　長 竹　井　 博　康

「第９回バリアフリーダイビング全国大会」の開催を心よりお喜び申し上げます。

本大会は、高齢者、障害者における心と体のバリアを取り除き、沖縄の自然豊かな海を満喫するダイビングや歴史ある伝統工芸

を通して、相互間交流を図る目的で開催されると伺っております。

本市におきましても、「第２次なは障害者プラン」に基づき、障害のある市民の文化、スポーツレクリエーション活動への参加

を支援するとともに、参加機会の拡充に取り組んでいるところであります。

「How Many いい顔～緊張・心配・幸福・笑顔・・・いい顔いっぱい！」をテーマに、本大会が那覇市で開催されますことは、

障害の有無を問わずすべての人が個人として尊重され、個性と可能性に応じたあらゆる分野の活動に等しく参加できる共生のまち

づくりを目指しております本市にとりましても、大変意義深いことであり、ご同慶の至りであります。

大会に参加されますゲスト並びにボランティアの皆様には、美しい沖縄の自然や独特の文化を存分に堪能していただきたいと思

います。

終わりに本大会の開催にご尽力いただきました日本バリアフリーダイビング協会をはじめ、関係者並びにボランティアの皆様に

深く感謝申し上げますとともに、皆様方の今後ますますのご健勝、ご活躍を心から祈念いたしまして、ご挨拶といたします。

那覇市長　翁　長 雄　志
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ごあいさつ

ごあいさつ

第９回バリアフリーダイビング全国大会が、多数のご参加のもと開催されますことを、心からお喜び申し上げますとともに、遠

路ご来県いただきました皆様を心より歓迎申し上げます。

本大会はダイビングを通して、個々のハンディキャップの特徴を理解し、参加者が喜びと感動を共有することで、リハビリテー

ション及びノーマライゼーションの推進を目的としております。

福祉分野におきましても、ノーマライゼーションの理念のもと、誰もが住みなれた地域で、自分らしい生活が送れるよう地域福

祉の推進が重点課題とされ、市町村を基盤とした諸制度の整備が進められております。

沖縄県社会福祉協議会におきましても、共に支えあい尊重しあえる社会形成を目指し、関係機関・団体等との連携を強化し、福

祉の向上に全力を傾注していく所存であります。

本大会は参加者皆様で創り上げていく充実した内容となっており、回を重ねるごとに継続して参加される方が増えていると伺っ

ております。

美しい自然の中で仲間との交流を通し、心の触れ合いの素晴らしさを感じていただき、今後の様々な活動への足がかりとなるこ

とを期待しております。

結びに、本大会の開催及び障害者等の社会参加の促進にご尽力いただいております日本バリアフリーダイビング協会をはじめ、

関係者及びボランティアの皆様方に深く感謝申し上げると共に、皆様の今後益々のご健勝とご活躍を祈念いたしまして、ごあいさ

つと致します。

沖縄県社会福祉協議会

会　　長 呉　屋 秀　信

ごあいさつ

第９回日本バリアフリー全国大会が今年もここ沖縄で開催されることになりました。

これも皆様のご支援、ご協力の賜物と感謝申し上げます。

さて、今年の大会は例年に比べ開催日程がずれ込んでいます。これは、例年行っている日程に本土から幾つかの大きな団体や、

会議が入っておりホテルの確保が出来なかったと聞いております。これも沖縄のすばらしい自然がなせる業だと思います。

大会を迎えるにあたりスタッフ一同は、このすばらしい自然、海の自然を誰にでも感動できるよう、今年も一丸となって準備を

進め、参加される方全てに、魅せられるような大会となるよう準備は整いました。

いっぱい感動を用意しておきました。笑顔、感動を一番のお土産にしてください。

しかしながら、笑顔と感動の材料は、スタッフだけの頑張りだけでなく、全ての参加者皆様のご協力も必要です。

無理をしない、あせる気持ちはいりません。感動は十分ご用意しました。

ゆっくりとご自分のペースで楽しんでください。

日本バリアフリーダイビング協会

安全対策委員長 後　藤　勝　之

我が国唯一の亜熱帯地で他府県では見ることの出来ない豊富なサンゴの種類や透明度の高い海洋環境のもとで、「How Many

いい顔　～緊張・心配・幸福・笑顔・・・いい顔いっぱい！～」をテーマに第９回バリアフリーダイビング全国大会が盛大に開催

されますことを心からお祝い申し上げます。

本大会は、日本バリアフリーダイビング協会主催、財団法人社会スポーツセンター、国立沖縄青少年交流の家の共催、厚生労働

省、沖縄県、那覇市、沖縄県社会福祉協議会、浦添市社会福祉協議会、（財）沖縄コンベンションビューロー、サン・アビリティ

ーズうらそえ、第十一管区海上保安本部等の後援とご支援、ご協力により実施されるものであります。

本大会の目的は、沖縄のエメラルドグリーンの海を舞台に障害者と健常者がマリンスポーツを通して触れあい、心のバリアを取

り除き、海という自然の中でスポーツをすることの「楽しさ」・「喜び」・「感動」を伝え、リハビリテーション及びノーマライ

ゼーションに広く深く貢献するとともにダイビングの健全発展に寄与するものであります。

全国から参加された皆さんが、勇気を持ってチャレンジし海の持つ魅力に存分に触れ「生きてきて良かった」と思う新たな「発

見と感動」を持ち帰っていただくことを期待するものであります。

大会期間中は安全と健康管理に留意され、多くの方々と交流を深め大会を満喫していただきたいと思います。

最後に、本大会開催にあたりご尽力いただきました関係各位に感謝申し上げご挨拶といたします。

国立沖縄青少年交流の家

所　　長 茅　野 敏　英
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大　会　概　要
■タイトル：第9回バリアフリーダイビング全国大会 i n  沖縄

テーマ：How Many いい顔　～緊張・心配・幸福・笑顔・・・いい顔いっぱい～

■実施会場：沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ（沖縄県那覇市前島）

■主　　催：第9回バリアフリーダイビング全国大会　実行委員会

■共　　催：独立行政法人 国立沖縄青少年交流の家

文部科学省所管財団法人 社会スポーツセンター

■主　　管：日本バリアフリーダイビング協会

■後　　援：厚生労働省／沖縄県／那覇市／第十一管区海上保安本部／沖縄県社会福祉協議会／沖縄県身体障害

者福祉協会／浦添市社会福祉協議会／（財）日本海洋レジャー安全・振興協会／沖縄県障害者スポー

ツ指導者連絡協議会／（財）沖縄観光コンベンションビューロー／（財）日本障害者リハビリテーシ

ョン協会／（財）ブルーシー・アンド・グリーンランド財団／M FA ジャパン株式会社／サン・アビ

リティーズうらそえ／沖縄タイムス社／琉球新報社／日本経済新聞社／読売新聞西部本社／毎日新

聞那覇支局／沖縄テレビ放送株式会社／琉球放送株式会社／琉球朝日放送株式会社／NHK沖縄放送

局／沖縄ケーブルネットワーク／株式会社ラジオ沖縄／株式会社エフエム沖縄

■協　　力：昇陽物産（株）／CMAS・JEFF／ムラサキスポーツ（株）／ワールドダイブ株式会社／日本ウエットス

ーツ工業会／共和コンクリート工業株式会社／株式会社クリニカルサポート／株式会社ゼロ／株式

会社トランチャージ／円山医院／西町クリニック／秀月／沖縄スイミングスクール／アインダイビ

ングスクール／有限会社エムオーテック／沖縄電力／オリオンビール／かりゆしアーバンリゾー

ト・ナハ／マリンウエスト那覇／湯島プラザホテル／ながた歯科医院／株式会社ビーイズム／沖縄

自然薬草センター／寺西歯科医院／河野整形外科医院／（有）沖縄農園／にこにこ整形外科医院／

（有）中国ダイビング／全日本水泳連盟JUDF／名古屋ダイビングセンター／松竹旅館／株式会社　山

文／やえす歯科医院／寓話／古都里／合資会社　協和／一日橋むらた歯科医院／沖縄殖産（株）／西

町クリニック／町の歯医者さん／JTB沖縄／沖縄ツーリスト／那覇医師会／（株）タバタ／（株）マス

ク／大塚製薬（株）／（株）沖縄ポッカコーポレーション／（株）瑞泉酒造／（株）瑞穂酒造／南島酒販

（株）／学校法人　尚学学園／南西医療器株式会社／那覇市立那覇中学校／那覇市久茂地公民館／介

護移送サービス（有限会社E＆K）

■大会参加者：肢体障害者・視覚障害者・聴覚障害者・内部障害者・高齢者、及びスキューバダイビングに関心の

ある、ダイビングに適した健康状態の方

■参加人数：ゲスト参加者　52名

ボランティア参加者　約120名
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ホテル配置図と各会場のご案内
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50mプール 
水深1.2m（端）～1.6m（中央） 

会場・港・プールへの地図

・車椅子用トイレ有

・コインシャワー有　

（100円／3分）
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ダイビングポイント
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協　会　概　要
１．名　　称 日本バリアフリーダイビング協会

略　　称 ＪＢＤＡ

英語名称 JAPAN BARRIER FREE DIVING ASSOCIATION

２．住　　所 〒９００－００３３

沖縄県那覇市久米1-5-18 稲福ビル１Ｆ

電　　話 ０９８－８６９－４９５７

Ｆ Ａ Ｘ ０９８－８６７－４０３４

３．設立月日 平成９年７月１０日

４．目　　的 全国の体の不自由な皆さんにダイビングの重要性の認知、普及を図り、リハビリテーション及

びノーマライゼーションに広く深く貢献し、ダイビングの健全な発展に寄与する。

５．事業内容 (１)障害者のダイビングの普及および振興

(２)障害者のダイビングに関する知識の普及

(３)障害者のダイビング調査研究及び広報活動

(４)障害者のダイビング教室の開催

(５)障害者のダイビング指導員の養成

(６)障害者のダイビングスポーツ選手の育成強化

(７)ダイビングの育成・検定及び指導

(８)潜水の技術・安全の確保及び指導法の調査・研究

(９)カリキュラムの研究・開発

(10)刊行物の発行

(11)ダイビングポイント及び施設の充実

(12)ダイビング器材の研究開発

(13)その他、この会の目的達成に必要な事業
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院長　伊志嶺　恒洋

〒900-0025 那覇市壷川2丁目11-2

医療法人　和　楽　会

TEL(098)836-4807
FAX(098)836-4808
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活　動　内　容
■安全なプログラムの充実

ハンディーを持っている方の身体的特徴は千差万別です。従って一様な指導方法では、適切な指導方法とは

言えません。個々の能力を把握し、どの程度の介助をすべきかを結論付け、結果として初級のレベルを４段

階に区分けし、安全で楽しいダイビングが提供できるようにプログラミングされております。

勿論、経験を積むことによる能力の向上、又リハビリテーションの効果が出てくることで、介助する範囲

は少なくなり、それなりにランクをアップして、次の段階に進んでいくことになります。この区別は、どの

程度の介助をすべきかの指標のランク付けであり、上手か下手かの区別ではない事の認識をしてもらい、安

全なダイビングの提供に寄与していきます。

■サポートダイバーの育成

レクリェーショナルダイビングに於いては、必ずバディという相棒と共に水中で行動することにより、安

全値を高め楽しいダイビングライフに務めるのですが、初級レベルにてランク付けされたダイバーも、各々

のダイバーに適した介助を受けながら行動することになります。そのためには訓練されたダイバーがバディ

ー（相棒）となり、安全で楽しいダイビングを提供します。又、バディー（相棒）は、サポートダイバーと

しての介助能力の程度に応じて区別され、その知識と技術を持つ者が、バディーとなります。このことは、

ハンディーを持っている方達のダイビングの機会を作るのに大変重要なことであり、サポートダイバーを積

極的に育成していきます。

■指導員の育成

体の不自由な方、加年齢の為にハンディを持っている方は、それぞれに特徴を持っております。例えば、体

温調節の機能低下、下肢麻痺、痛覚の麻痺、全身の筋力低下、会話ができない等さまざまです。指導者は、

それぞれの特徴を把握し、残存能力を生かしつつ、二次的障害を防がなくてはなりません。

従って、指導員は、ダイビングの知識の他に、障害の原因、症状、予防、対処法、二次的障害の予防等の知

識と、リハビリテーションの効果的な運動法等の知識を併せ持つ必要があります。しかしながら、これらの

指導員は、日本では、皆目少ないのです。協会としては、指導員を積極的に育成していきます。

■ハンディキャップ所持者指導員の育成

ダイビング指導は、健常者でなければならない理由は有りません。残存能力の維持向上からしても、やる気

のあるハンディキャップ所持者が、指導者として活躍できる場を持つべきなのであります。十分なダイビン

グの経験と知識が有れば、ダイビングの理論を指導する事ができます。又、救助能力を養えば、限定水域

（例：プール）での実技指導も行えます。残存能力の維持向上の精神は、指導者の道も提供しており、社会

参加の一つともなりうるので積極的に育成していきます。

■安全なサポート体制

障害の種類は、多種多様に存在します。それも程度が異なったり併発等の場合もあります。 又、行っては

危険な障害もあります。

そのようなケースに於いては、適切な判断、指導方法を仰ぐことにより、二次的障害を防ぐ必要がありま

す。そのために、アドバイサーとして、全国に顧問ドクター、身障者スポーツ指導員を配置し、万全を期し

て活動しております。又、会話が不自由な方には、専門のインストラクターを配置しております。

■指導方法・スキル・マニュアル・器材・その他等の研究開発への貢献

■ノーマライゼーション及び、リハビリテーションに寄与するための社会への貢献と認知

■スポーツとしてのダイビングの積極的普及

■当協会の安全システムルールの世界への広宣と交流への貢献
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上級指導員
新井　雅人

中級指導員
厨川　美香

中級指導員
伊藤　成二

初級指導員
黒澤　伴次

初級指導員
岩吉　美樹　
初級指導員
北田　宏樹　

初級導員
入江　聡彦

初級指導員
輪島　薫美

上級指導員
市川　豊

中級指導員
西谷　雅治

中級指導員
広瀬　勝則

指導員レクチャー
インストラクター
井上　　浩
中級指導員
五味　高広

初級指導員
後藤　晴美
初級指導員
根岸　拡也

初級指導員
内山　健一

初級指導員
西森　猛志

中級指導員
加藤　喜久

初級指導員
森　泰憲

初級指導員
栗山 祐喜子

初級指導員
坂本　利明

中級指導員
錦織　秀治

中級指導員
山中　博　

マスター
インストラクター
山田 眞佐喜

教育指導員
屋良　洋子

【ＪＢＤＡ関東本部事務局】 TEL：03-3836-0677
チームキャナビス／アインダイビングスクール TEL：0120-088-872
〒113-0034 東京都文京区湯島3-30-6 FAX：03-3839-3380
http://www.iyne.com/CANNABIS/ E-mail：diver@iyne.com

E-mail：mkuri@t.vodaphone.ne.jp

株式会社マスク TEL：03-3691-8211
〒124-0012 東京都葛飾区立石8-33-1 FAX：03-3691-8213
www.gu l l -msc .co . jp E-ma i l：gu l l@gu l l -msc .co . jp

日本バリアフリーダイビング協会　東京事務局 TEL：03-3676-8581
〒103-0027 東京都中央区日本橋2-16-12 江戸二ビル２Ｆ FAX：03-3676-8589
http://www.e-jbda.com/ E-mail：info@e-jbda.com

E-mail：little-mermaid.m-k@docomo.ne.jp

E-mail：kitada-408@grape.plala.or.jp

（株）ゼロ TEL：0438-41-8577
〒292-0063 千葉県木更津市江川2198 FAX：0438-41-8579
http://www.zero-zero.co.jp/ E-mail：zero-sc@r5.dion.ne.jp

E-mail：marineblue56@yahoo.co.jp

ダイビングサービス　アクアブルー TEL/FAX：045-785-1755
〒236-0022 神奈川県横浜市金沢区町屋町10-13 IPTEL：050-7500-3652
http://www.11plala.or.jp/a-blue/ E-mail：z-div@smail.plala.or.jp

シーロマン横浜 TEL：045-402-6823
〒222-0011 神奈川県横浜市港北区菊名6-2-8 FAX：045-402-6829
http://homepage2.nifty.com/searoman/ E-mail：BXU02070@nifty.com

E-mail：katsu312@dk.pdx.ne.jp

E-mail：richjeanrichjean@kzc.biglobe.ne.jp

マリンロード TEL：0557-36-6237
〒414-0054 静岡県伊東市鎌田367 FAX：0557-38-1745
http://www.marine-road.com/index.html  E-mail：info@marine-road.com

井田ダイビングセンター TEL：0558-94-4560
〒414-0054 静岡県伊東市鎌田367 FAX：0558-94-4560

E-mail：takeshi@itadc.com

名古屋ダイビングセンター TEL：052-222-7666
〒460-0011 愛知県名古屋市中区大須2-2-18 FAX：052-221-1654

E-mail：aquavit@msa.biglobe.ne.jp

(有) 中国ダイビング TEL：0827-32-5544
〒740-0031 山口県岩国市門前町3-15-25 FAX：0827-32-5444
http://www.urban.ne.jp/home/diving/ E-mail：diving@ymg.urban.ne.jp

(有) マリンテック TEL：099-267-3965
〒891-0113 鹿児島県鹿児島市東谷山2-27-17 FAX：099-267-3793
東谷山Ｎビル１Ｆ E-mail：marine-tech@mub.biglobe.ne.jp

【ＪＢＤＡ本部事務局】
〒900-0021 沖縄県那覇市久米１－５－１８ TEL：098-869-4957
稲福ビル１Ｆ FAX：098-867-4034
http://www.e-jbda.com E-mail：info@e-jbda.com

あなたの近くにも 
JBDA指導員がいます!!
あなたの近くにも 

JBDA指導員がいます!!
地区 連絡先

関
　
　
東

東京

中
　
部

神奈川

千　葉

静岡

愛知

山口

中

国

九

州

沖

縄

鹿児島

那覇

埼　玉



中級指導員
山田　幸村　

初級指導員
岸田　彩　

中級指導員
鈴木　直子　

中級指導員
茅野　孝子　　

中級指導員
中村　政昭

初級指導員
鈴木　彩

初級指導員
高島 佳奈子

初級指導員
大塚 健一郎

初級指導員
植田　友三　　

初級指導員
松井　諭

中級指導員
矢中　培雄

中級指導員
喜屋武　雅美

中級指導員
岡村　清志

中級指導員
清水　伸一

中級指導員
清水　宏徳

中級指導員
木村　浩之

中級指導員
高畠　忠行

中級指導員
中谷　清治

中級指導員
山中　勝志

初級指導員
園田　真　

初級指導員
大平　智己　

初級指導員
佐藤 百合子
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【ＪＢＤＡ本部事務局】
〒900-0021 沖縄県那覇市久米１－５－１８ TEL：098-869-4957
稲福ビル１Ｆ FAX：098-867-4034
http://www.e-jbda.com E-mail：info@e-jbda.com

E-mail：naoppy_s@ybb.ne.jp

E-mail：chinoko.7554@docomo.ne.jp

ライム５ TEL：098-866-3120
〒900-0033 沖縄県那覇市久米1-7-1 FAX：098-867-9045
カサデシトラス204 E-mail：lime-5@nirai.ne.jp

ｃｏｍｏｄｏ　divinng shop TEL：090-4582-7823
〒900-0012 沖縄県那覇市泊1-15-1 E-mail：comodo@nirai.ne.jp
http://w1.nirai.ne.jp/comodo/

マリンクラブ　セピアック沖縄 TEL：098-870-0955
〒901-2122 FAX：098-870-0965
沖縄県浦添市勢理客3-4-13 E-mail：deep-blue.kenichi@ezweb.ne.jp

SEA MAX DIVING CLUB Tel/Fax：098-861-1425
〒900-0005 沖縄県那覇市天久2-14-20
http://www.seamax.co.jp/ E-mail：seamax@seamax.co.jp

アースマン・プロジェクト TEL：09807-3-5450
〒906-0007 沖縄県宮古島市東仲宗根269-3 FAX：09807-3-5451
http://www.miyakojima.co.jp/ E-mail：earthman@miyakojima.co.jp

ＯＫマリンクラブ宮古島 TEL：09807-3-6677
〒906-0013 沖縄県宮古島市下里399-1 FAX：09807-3-6630

E-mail：okmarine@m1.cosmos.ne.jp

グットフェローズクラブ（有） TEL：09807-3-5483
〒906-0015 沖縄県宮古島市久貝869-1 FAX：09807-3-5966

E-mail：fellas@goodfellas.co.jp

（有）夢好海　シーマーダイビングクラブ TEL：09807-3-6930
〒906-0012 沖縄県宮古島市西里807-2 FAX：09807-3-6931
http://www3.ocn.ne.jp/̃seamar/ E-mail：senja@ruby.ocn.ne.jp

ダイブキッズ TEL：09807-2-7338
〒906-0013 沖縄県宮古島市下里397-5 FAX：09807-2-7338
http://plaza2.mbn.or.jp/̃divekids/index.html divekids@a2.mbn.or.jp

ＴＡＫＡダイビングサービス TEL：09807-3-2298
〒906-0013 沖縄県宮古島市下里1574 FAX：09807-3-2294

takads@mint.ocn.ne.jp

ネービーブルー TEL：09807-3-5521
906-0015 沖縄県宮古島市久貝1047-40 FAX：09807-3-5521

miyakojima@navyblue.jp

Diving School 海講座 Tel：0980-88-2434
〒907-0453 Fax：0980-88-2470
沖縄県石垣市川平827-15 manta@umicoza.com

地区 連絡先

沖
　
縄

那覇

宮古

石垣

あなたの近くにも 
JBDA指導員がいます!!
あなたの近くにも 

JBDA指導員がいます!!
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JBDA中部地区バリアフリーダイビング指導校

名古屋名古屋ダイビングセンターダイビングセンター
…水中で楽しく呼吸し、漂い、癒される方法教えます。…

〒460-0011 名古屋市中央区大須2-2-18

TEL：（052）222-7666／ FAX：222-1654

MAIL：aquavit@msa .b iglobe .ne . jp



― 21 ―

総発売元／製造元
ダイブソニック
〒418-0022 静岡県富士宮市小泉2182-17
有限会社　太田海洋　ダイブソニック事業部
TEL 0544-26-8233
http://www.divesonic.com
e-mail   divesonic@ocean.email.ne.jp

国内総販売元　
株式会社ゼロ
〒152-0004 東京都目黒区鷹番1-11-5
TEL 03-5721-1906
http://www.zero-zero.co.jp
e-mail   zero@zero-zero.co.jp
※本製品は改良のため、予告なく変更する場合があります。
※製品は日本製です。
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協 会 役 員 名 簿
会長　　　　　　　　　　　山　田　眞佐喜
専務理事　　　　　　　　　宮　里　一　男　　　　上級障害者スポーツ指導員

森　井　一　雄　　　　有限会社エムオーテック　代表
理事　　　　　　　　　　　本　武　久　幸　　　　中央動物病院　院長

武　藤　　　潤　　　　サンヨーシステム開発　代表
寺　西　　　真　　　　寺西歯科医院　院長

沖縄支局長　　　　　　　　名　嘉　一　郎　　　　もろみ酢ドットコム　代表
監事　　　　　　　　　　　波　平　常　雄　　　　ロンドコンサルティング　代表
協議会会長（関東） 新　井　雅　人　　　　JBDA関東事務局長　

アインダイビングスクール/チームキャナビス　代表
（中部） 加　藤　喜　久　　　　(有)アクアビット　代表
（中国） 錦　織　秀　治　　　　(有)中国ダイビング　代表
（九州） 山　中　　　博　　　　有限会社マリンテック代表

東京事務局長　　　　　　　黒　澤　伴　次　　　　株式会社トランチャージ　代表
沖縄県流通機構開発株式会社　代表

名誉顧問　　　　　　　　　藤　尾　幸　司　　　　我孫子東邦病院　院長
顧問　　　　　　　　　　　後　藤　勝　之　　　　JBDAイベント安全管理対策委員長

松　島　トモ子　　　　タレント
富　田　拓　也　　　　株式会社　拓商　代表
上　地　武　昭　　　　沖縄県障害者スポーツ指導員協議会　会長
運　天　　　健　　　　沖縄県障害者スポーツ指導員協議会　事務局長
古　野　雅　彦　　　　協立病院　スポーツ医師
伊　藤　博　明　　　　独立行政法人　国立病院機構　新潟病院　診療部長
鳴　海　幸　恵　　　　東京都老人医療センター　歯科口腔外科医師
本　間　公　也　　　　共和コンクリート工業株式会社　役員
小　濱　　　哲　　　　名桜大学　教授
伊良波　知　子　　　　沖縄リハビリテーション福祉学院　理学療法学科　講師
青　木　英　雄　　　　昇陽物産株式会社　社長
飯　島　　　譲　　　　医療法人社団　順邦会　飯島整形外科　院長
瀬　田　芳　博　　　　財団法人社会スポーツセンター事務局長
中　谷　三　男　　　　財団法人産業教育振興中央会　事務局長
円　山　忠　信　　　　円山医院　院長
永　光　彰　典　　　　医療法人　博愛会病院　外科部長
阿　部　恒　世　　　　パラリンピックチャリティー支援事務局代表　

WAWAWA編集長
茅　野　敏　英　　　　マリンブルー渡嘉敷　国立青年の家　所長
伊佐地　　　隆　　　　茨城県立医療大学　助教授
金　山　太　一　　　　ボードオブディレクター

文化事業部部長・アクター・ボーカル　
大仁田　　　厚　　　　自民党参議院議員
西　銘　順志郎　　　　自民党参議院議員
後　藤　博　子　　　　自民党参議院議員
大　江　康　弘　　　　民主党参議院議員
山　本　香　苗　　　　公明党参議院議員
吉　田　　　章　　　　筑波大学教授
伊志嶺　恒　洋　　　　にこにこ整形外科　院長

参与　　　　　　　　　　　屋　良　文　雄　　　　沖縄ジャズ協会　会長　ジャズピアニスト
真栄田　篤　彦　　　　西町クリニック　院長　（社）那覇医師会副会長
大　橋　碩　男　　　　有限会社　ナカムラ　ビックフット　代表
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岩　崎　賢　二　　　　株式会社　岩崎建興　代表
高　尾　清　子　　　　障害者スポーツ指導員
市　川　　　徹　　　　中国電力株式会社　配電部　計画担当　副長
佐久間　真　一　　　　久茂地公民館　社会教育指導員
河　野　一　郎　　　　医療法人　河野整形外科医院　医院長
比　嘉　秀　則　　　　秀月　代表
田　端　　　充　　　　舞台監督
外　間　裕　朋　　　　沖縄県観光商工部情報産業振興課　主査
山　崎　博　臣　　　　木原病院　医師
西　古　弘　憲　　　　有限会社プランナー　本部長
高　山　朝　夫　　　　沖縄県立浦添工業高校　教頭
濱　本　朝　金　　　　元沖縄警察学校長
山　田　忠　明　　　　山田歯科医院　院長
本　田　貴　志　　　　セガミメディックス（株）薬剤師
高　橋　英　明　　　　株式会社　宝建　代表

川口市市議
井　上　　　浩　　　　東京電力（株）埼玉支店さいたま支社　課長

茨城県推進室長　　　　　　山　崎　眞　巳　　　　（有）メディカルクリーンサービス　代表
中国地区推進室長　　　　　秋　尾　　　護　　　　山口潜水（有） 代表

推進委員　　　　　　　　　西　村　慎　祐　　　　有限会社　山手工業
酒　井　　　洋　　　　理学療法士
水　谷　正　人　　　　名古屋市役所
野　口　定　康　　　　有限会社　インターラーケン代表　

エコツーリズム推進室長　　松　原　孝　雄　　　　リンカーン学園　講師　
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株式会社トランチャージ
宅配便

■本社　〒133-0065

東京都江戸川区南篠崎町4-13-17

TEL03-3676-8581 FAX03-3675-8589 ■営業所　新宿、秋葉原、市川、那覇

http://www.trancharge.com0120-121-372

東京23区を中心とした

当社物流ネットワークでお客様の

大切なお荷物を安全かつ迅速に配達いたします。
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院  長 

SHIROMA

〒901-2112　沖縄県浦添市字沢岻79番地 

TEL/FAX（098）874-5151

HIROMITSU

城　間　弘　三 

↑
大
平
 

内
間
↓
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

バ
イ
　
　
　
パ
ス
 

● 

● 

● 

昭和薬科高校 

受付時間：午前9：30～12：00/午後15：～19：00

ナカハラ 
ストア 

● ● ガソリン 
スタンド 

TEL874-5151

サンエー 
大名店 

OCC

町の歯いしゃさん 

■
診
察
日
 

曜日 日 月 火 水 木 金 土 

10：00～13：00

15：00～20：00

診療時間 
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本社　沖縄県浦添市港川2丁目11番8号

（098）877-5657
（098）878-1060
www.gulfwavezo.ne.jp
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O K I N A W A  S W I M M I N G S C H O O L M I H A M A J u n . 2 0 0 6 . O P E N

沖縄スイミングスクール［三原校］

ガルフスポーツクラブ
沖縄スイミングスクール

〒902-0062 沖縄県那覇市三原1丁目26番1号 TEL.098-835-4886
2006年 6月オープン
浦　添　校
浦添市港川2-11-8

（098）879-0079

豊 見 城 校
豊見城市字豊見城87

（098）856-0022

那　覇　校
那覇市田原3-12の4

（098）859-0054

前　田　校
浦添市前田2-17-2

（098）942-0770

糸　満　校
糸満市潮平612-1

（098）992-3630

名　護　校
名護市字為又77

（0980）53-6045

代表取締役 大　湾　朝　史

FAX

http ://www.e- jbda .com/
e-ma i l  info@e- jbda .com

財団法人日本障害者スポーツ協会登録団体

日本バリアフリーダイビング協会

〒9 0 0 - 0 0 3 3 沖縄県那覇市久米 1 - 5 - 1 8

TEL : 0 98 - 8 69 - 4 957／FAX : 0 98 - 8 67 - 4 034
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